
［成果情報名］ニホンナシ「幸水」の成熟期の果実重及び横径の予測システム

［要約］ニホンナシ「幸水」の収穫時の果実体積は、幼果期の体積と日別全天日射量及び

満開後34日間の平均気温から精度良く予測でき、成熟期の予測果実体積から果実重及び果

実横径に換算できる。
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--------------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

果実肥大が予測できると、摘果などによる着果調整や夏季せん定等の対策が早期に実

施でき、大玉果の安定生産が可能になる。過去の生育相データと日別全天日射量、生育

初期の平均気温を用い、成熟期の果実重を予測する。

［成果の内容・特徴］

１．杉浦のニホンナシ「幸水」の果実肥大予測モデルを改良し、パラメータ、日射量肥大

指数及び幼果期体積肥大指数を求め、果実体積予測式を作成した。この体積予測システ

ムは表計算ソフトウェアExcelで作成している。このシステムによる予測には満開後34

日間の平均気温、満開33日以降の日別全天日射量と、満開33日後の果実縦径及び横径の

実測値が必要で、ワークシートに入力すると成熟日及び成熟日の果実重の予測結果を表

示できる（図１）。

２．予測式による予測体積と実測体積の誤差はほとんど 7％以下で精度良く予測できる

（表１）。

３．推定果実体積は果実重及び果実横径に換算できる（図２、表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．適度な樹勢で着果量は11果／㎡程度での予測方法である。

２．日射量は予測圃場に近い観測所等から引用し、日射量の増減の予測は長期予報等から

引用する。



［具体的データ］

図１ データ入力と予測結果の表示

表１ 収穫時体積(cm)と予測体積(cm)及び誤差3 3

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

収穫時体積 241 225 262 235 244 277 242 339 303 373 313 303 282
予測体積 224 192 298 215 242 254 235 332 285 374 295 323 296
誤差 (％) -7.1-14.3 14.0-8.5-0.6-8.2-2.7-2.2-5.9 0.2-5.8 6.3 4.9ｚ

(予測体積－収穫時体積)／実測値*100ｚ

表２ 各階級と果実体積､横径及び縦径

z y階級 階級中央値 体積 横径 縦径
（ｇ） （cm） (mm） (mm）3

５Ｌ 475 410 99.4 79.4
４Ｌ 425 367 95.7 76.6
３Ｌ 375 324 91.7 73.5
２Ｌ 330 285 87.8 70.5
Ｌ 290 250 84.0 67.6
Ｍ 252.5 218 80.2 64.7
Ｓ 225 194 77.2 62.4

全農ながさき基準z

縦径＝0.7674(横径)＋3.2y

図２ 推定体積と果実重の関係
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